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　新潟県埋蔵文化財センターのエントランスにて、越後国域確定1300年記念事業「遺跡が語る古代のにいがた」
と題して、平成25年 3月31日まで企画展を開催しています。展示では古墳時代から平安時代にかけての遺跡・
遺物を通して、越後国域が確定した頃の社会の変化を概観します。以下に、一部展示遺跡を紹介します。

■黒
くろ

田
だ

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

　調査原因：上信越自動車道建設（平成 8・ 9年度）
　所在地：上越市大字黒田字田ノ入
　南
なん

葉
ば

山
さん

山麓の丘陵上に立地し、円
えん

墳
ぷん

23基で構成される古墳
時代中期（ 5世紀後半）の古墳群です。 2号墳主体部から鉄
製の刀・剣・斧・鑿

のみ

などのほか、臼
うす

玉
だま

・竪
たて

櫛
ぐし

などが出土しま
した。墳丘をもたない木

もっ

棺
かん

墓
ぼ

からは、県内初例となる蛇
だ

行
こう

剣
けん

をはじめ、鑷
けぬきじょう

子状鉄製品・環
かん

状
じょう

鉄製品が出土したほか、墓
ぼ

壙
こう

近くで須
す

恵
え

器
き

杯
つき

が出土しました。
　古墳の形状や副葬品は、被

ひ

葬
そう

者
しゃ

の政治的な立場を示すと考
えられています。円墳は当時北陸北東部でも造られていまし
た。副葬品の鉄製農耕具は信濃、須恵器・蛇行剣・鑷子状鉄
製品は政治の中心地であった畿内とのつながりを示します。
これらのことから、後の北陸道や東山道（信濃）を媒

ばい

介
かい

とす
る畿内勢力とのつながりが見えてきます。

■余
よ

川
かわ

中
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道
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跡
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　調査原因：国道17号六日町バイパス建設（平成15年度）
　所在地：南魚沼市大字余川字中道
　六

むいかまちぼんち

日町盆地の北部、魚
うお

野
の

川
がわ

左岸の庄
しょう

之
の

又
また

川
がわ

が形成した扇
せん

状
じょう

地
ち

に立地します。標高は約175mです。
　古墳時代中期〜後期初頭（ 5世紀〜 6世紀初頭）の竪

たて

穴
あな

住
じゅう

居
きょ

・水田のほか、川辺の祭
さい

祀
し

の様子が明らかになりました。
水田は今日の「棚

たな

田
だ

」と同じ構造です。洪水で一気に埋没し
たため、当時の姿がよく保たれていました。川や水路の脇で
見つかった意図的に並べ置かれた土器や石

せき

製
せい

模
も

造
ぞう

品
ひん

は、「水」
に対して特別な祈りを捧げた祭祀関連のものではないかと考
えています。遺跡の西方約 1 km圏内には、遺跡とほぼ同時
期の蟻

あり

子
ご

山
やま

古墳群・飯
いい

綱
づな

山
やま

古墳群があります。古墳を造った
人々の水田・集落・古墳をセットで確認できる、県内でも数
少ない調査例です。

■荒
あら

町
まち

南
みなみ

新
しん

田
でん

遺
い

跡
せき

　調査原因：北陸新幹線建設（平成20年度）
　所在地：上越市大字荒町字南新田
　高
たか

田
だ

平
へい

野
や

の西縁部、青
あお

田
た

川
がわ

の自然堤防上に立地します。標
高は約18mです。北側に北

きた

新
しん

田
でん

遺跡が隣接し、弥生時代後期
から室町時代にかけての集落の変遷が分かります。

越後国域確定1300年
新潟県のかたちを求めて

黒田古墳群

余川中道遺跡　水田（まだら模様は当時の足跡）

荒町南新田遺跡
竪穴建物のカマド周辺遺物出土状況

煙道

カマド


